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住民構成からみた工業都市浜松市
一第一回「国勢調査」にもとつく検討一
神　　立　　春　　樹
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　　1　本稿の課題
　本稿は，第一回「国勢調査」（1920年）における浜松市の住民構成のを検討
し，これを通じて浜松市の工業都市としての特徴・性格を明らかにしょうと
するものである。
　筆者は，一研究課題として日本における地方工業地域の形成過程について
の研究を設定し，それについてのいくつかの個別事例研究を行なってきてい
くの
る。それらの研究は日本資本主義の形成過程の特質に規定されたエ業の地域
的展開，工業地帯召）形成における特質の検討，という日本資本主義の成立，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの産業革命の研究という大枠におけるものである。
　戦前期を通じての，そして戦後のある時期までの，わが国における工業の
地域的構成の特徴ということについては，工業の地域的偏在と巨大工業地帯
への局地的な集積・集中という，川島哲郎氏の古典的ともいうべき規定があ
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　くのる。日本工業はこのような地域的構成をとるが，それにもかかわらず，地方
工業地域が形成されてきたことはいうまでもない。ことに織物業，製糸業な
ど繊維工業のいくつかの部門において地域的分散がみられ，それらを中心と
した地方工業地域が顕著である。筆者が検討を行なってきたのも，このよう
な織物業，製糸業を軸とした地方工業地域の形成過程についてであった。
　ところで，大枠としての産業革命研究についていえば，日本における産業
資本の確立一産業革命の遂行をめぐる一つの重要な論点である産業資本確立
の基準に関わる第一部門の確立について，力織機生産の確立をもってそれと
みなしたいという観点から，力織機生産の展開のあとを検討している。力織
機生産の展開に関する諸研究をみると，力織機生産の一拠点として静岡県の
浜松地方が大きく浮かびあがってくる。このことに由来する筆者の関心は，
この力織機生産をもふくむ浜松地方における近代諸産業の展開とそれにとも
なう工業地域の形成過程を検討することにある。そして本稿は，浜松市につ
いて，近代諸産業の展開にもとづいて工業地域が形成された状況を，第一回
の「国勢調査」によって明らかとなる住民構成の特徴から把握することを意
　　　　　　　　くの図するものである。
　以下で依拠する資料である静岡県の「国勢調査」は，r大正九年　国勢調査
（1）筆者のこれまでのこのような観点からのものとして，「児島産業地域の形成」（『岡山大
　学産業経済学会研究報告書』第16集1982年），「：丸子製糸業地域の形成」（r岡山大学経済
　学会雑誌』第18巻第2号1986年），「産業展開と市域編成一罪本主義確立期における岡
　山市の場合一」（同前誌第18巻第4号1987年）がある。また，葛西大和氏と筆者との共
　著r綿工業都市の成立一今治綿工業発展の歴史地理的条件一』1977年古今書院は筆者
　にとっては，織物業史（産業史）から工：業地域形成史へと研究のウェイトをシフトさせ
　るものとなったといえる。
（2）拙稿「日本資本主義確立段階の産業貿易構造と工業地域」（1）（皿）r岡山大学経済学
　会雑誌』第7巻第1号，2号1975年は，産業貿易構造との関連で，工業地域の構成を
　検討したものである。
（3）川島哲郎「日本工業の地域的構成一とくにその局地的集積・集中を中心に一」『経済学
　雑誌』第48巻第4号1963年。
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報告　府県の部第16巻　静岡県』である。
1　職業別構成の特徴
　（1）職業別構成の概況
　第1表は，職業別構成から浜松市の特徴を検討するものである。との年の
本業者は，男2万1210人，女8669人で，それぞれ性別全人口中の65．2％，
26．9％にあたる。このほかは，その従属者，家事使用人である。この区分に
ついては後に言及することとして，とりあえずこの本業者について検討す
る。全県では，男50．7％，女66．7％と男女ともに農業が最大で，ついで，工
業が男19．9％，女14．6％，商業が男11．0％，女10．6％となる。浜松市の場合
は，農業はわずか5．2％，6．5％であって，工業が43．0％，52．6％を占め最大
であり，ついで商業が23．7％，19．0％，公務・自由業が13．7％，9．7％とな
る。こころみに県庁所在都市静岡市をみると，浜松市と比較して商業のウェ
イトは大きく，工業のウェイトは小さい。静岡市は，公務・自由業も，そし
て無業者も大きい。この無業者はその内訳を収入ニヨル者と無職者にわけて
いるが，浜松市は前者496，後者982であるのに，静岡市は797と2025であり，
（4）官庁調査，統計書の職業統計によって明治大正期の諸都市を工業の特徴との関連で考
　察したものに，海野福寿「都市における工業」（古島敏雄ほか編r郷土史研究講座7明
　治大正郷土史研究法』朝倉書房1975年）がある。また葛西大和「明治・大正期における
　本邦都市発達の動向と都市の構成」（r岡山大学地理学研究報告（都市と農村）』　第3巻
　第．1号1977年）は，諸都市のエ業的構成を1920年の「国勢調査」によって詳細に検討し
　たものである。さらに奥須磨子「戦前期の工業都市における住民構成に関する一考七一
　賃労働蓄積の特質把握のために一」（r社会経済史学』第48巻第2号1982年）は，「国勢
　調査」によって工業都市における労働力群としての都市住民の構成を，賃労働の生
　成・蓄積過程の歴史的把握という視角から分析したもので，織物工業都市今治市，製糸
　工業都市前橋市，重工業都市八幡市を対象としたものである（あわせて「労働統計実地
　調査」が使用されている）。拙稿「第一回r国勢調査』における岡山市の住民構成一産業
　都市としての資本主義確立期の岡山市一」（『岡山大学経済学会雑誌』第18巻第3号
　198’6年）は，奥論文の手法に大きくよって検討したものである。
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第1表　本業者職業別構成 （ユ920年）
農　　業 工　　業 商　　業 交通業 公　務・ｩ　　由無職者
その他
ﾆも合計
全人口及びその中の
{業者人口の割合
? 232，630
@50．7
91，430
P9．9
50，299
P1．0
23，222
@5．1
24，212
@5．3
7，400
P．6
458，771
@100．0774，169　59．3％
静岡県 女 182，206U6．7
39，930
P4．6
28，889
D10．6
1，420
O．52
7，127
Q．6
7，556
Q．8
273，246
P00．0
776，エ69　35．2
計 414，836T6．7
131，360
@17．9
79，188
P0．8
24，642
R．4
31，339
@43
14，956
Q．0
732，017
?O0．⑪
287，086　39．2
? 505
Q．1
10，209
S2．4
6，303
Q6．0
1，642
U．8
3，852
P5．9
1，372
T．7
24，210
P00．0
38，091　63．6
静岡市 女
264
R．5
1，525
Q0．6
2，了60
R7．2
144
P．9
836
P1．3
1，450
P9．6
7，411
P00．0
36，002　20．6
? 769
Q．4
1ユ，734
R7ユ
9，063
Q8．7
ユ，786
T．6
4，688
P4．8
2β22
W．9
31，621
P00．O
74，093　42．7
? 1，105
T．2
9，115
S3．0
5，026
Q3．7
1，582
ﾑ．5
2，902
P3．7
785
R．7
21，210
P00．0
32，524　65．2
浜松市 女
566
U．5
4，564
T2．6
L644
P9．0
80
O．92
838
X．7
693
W．0
8，669
P0G．0
32，225　26．9
計
1，671
T．6
13，679
S5．8
6，671
Q23
1，662
T．6
3，740
P2．5
1，478
S．9
29，879
P00．0
註1）　r大正9年国勢調査報告書府県の部第16巻静岡県』より作成．
静岡市の方が無職者の割合が大きい。
　以上から静岡市が商工都市としては商業のウェイトがより大きく，そして
県庁所在都市としての地方行政の拠点であるとともに，また無業者をかかえ
る都市であることをみることができたが，それと比較してこの浜松市は工商
を中心とし，それと連関する運輸業が相対的に大きい産業都市であるという
ことになる。
　（2）職業中分類からみた特徴
　ところで，この「国勢調査」は県と市についてであるが，職業別中分類を
掲載している。第2表は浜松市の場合に大きかった工業，商業と，公務・・自
由業，無業老のすべての中分類職業と交通業のなかの運輸業，それに全県で
大きい農業のなかの主要なものをとりだし，この浜松市と，全県，静岡市に
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ついてそれぞれのウェイトを示すものである。
　浜松市についてみると，まず，工業であるが，男は繊維工業，金属工業，
土木建築業，被服・身ノ廻り品製造業，機械器具製造業，飲食料品・嗜好品
製造業，木・竹二関スル製造業となる。女は繊維工業が突出して大きく，こ
れが4分の3を占め，被服・身ノ廻り品製造業，飲食料品・嗜好品製造業が
それにつづく。
　これを全県，静岡市の工業と比較すると，特徴は明白となる。全県は，男
は木・竹二関スル製造業が最大で，ついで土木建築業，飲食料品・嗜好品製
造業，繊維工業などであり，女は繊維工業，飲食料品・嗜好品製造業，被
服・身ノ廻り品製造業，木・竹二関スル製造業などである。繊維工業は最大
ではあるが，そのウェイトは浜松市のそれよりは小さく，また男も繊維工業
のウェイトは小さい。これに反して，男女いずれの場合も木・竹二関スル製
造業，飲食料品・嗜好品製造業が大きい。また，土木建築業もそうである。
静岡市は，男女いずれの場合とも繊維工業のウェイトはいっそう小さく，そ
して木・竹二関スル製造業，飲食料品・嗜好品製造業が浜松市よりいっそう
大きい。すなわち，静岡市の工業は，多分に伝統的都市手工業的製造品を製
造するものにとどまったということができよう。
　浜松市は，商業のなかでは物品販売業が大きいが，その大きさは静岡市に
は及ばない。また，旅館・飲食店・浴場些些がとくに女において繊維工業に
つぐというように大きなものであるがその大きさは同じく静岡市には及ばな
い。運輸業は浜松市においてはやや大きいとはいえ大差はない。
　つまり静岡市が行政都市と’して，また最大の都市として，人間往来・物資
出入の拠点であることを示しているといえよう。そして浜松市はそれには及
ばないが，工商業発展にともない，人間往来・物資出入もまた小さくないと
いうことがここから見取ることができるといえよう。
　なお，公務・自由業は，官吏・公吏・雇傭，宗教二関スル業，教育二関ス
ル業，医務二関スル業，法務二関スル業，記者・著述者，芸術家，其他ノ自
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第2表　本業者職業中分類 （1920年）
静　　岡　県 静　　岡　市 浜．松　　市
?
女
?
女
? ?
農耕・畜産・蚕業 227，545人S9．6　　％
131，409人
U6．4　　％
　462人
k9　　％
　262人
R．5　　％
　1，110人
T．2　　％
　556人
U．4　　％
漁　業　・　製　塩　業
18，106　　　．
R．9
　553
O．20 　13O．05 　　3O．04 　17O．08 　　2O．G2
窯　　　　　　　　業 　1，886O．41（2．1）　372O．14（0．93）　39O．16（0．38）　16O．22（LO）　127O．60（1．4）　27O．31（0．59）
金　　属　　工　　業 　5，652k2（6．2）
　151
O．06（0．38）
　780
R．1（7．6）　37O．50（2．4）　1，063T．0（11．7）　　9O．ユD（0．20）
機械器具製造業 5，904P．3（6。5）　232O．08（0．58）　361P．5（3．5）　　7O．09（0．46）　904S．3（9．9）　26O．30（0．57）
化　　学　　工　　業 　1，192O．26（1．3）　291O．11（0．73）　118O．48（1．2）　62O，84（4．1）　76O．36（0．83）　16O．18（0．35）
繊　　維　　工　　業 12，321Q．7（13．5）
25，890
X．5（64．8）
　320
P．3（3．1）
　ユエ1
P．5（73）
　L940
X．1（2L3）
　3，426
R9．5（75．1）
紙　　　　工　　　　業 　4，818P．1（5．3）
　1，582
O．58（3．4）
　269
k1（2．6）
　127
P．7（8．3）
　133
O．63（1．5）　40O．46（0．88）
皮革・骨・角・甲・
H　毛　品　製　造　業
　105
O．02（0．11）　19O．01（0．05）　27O．11（0．26）　　1O．01（0．07）　11．D0。05（0．12）　　1O．01（0．02）
木・竹二関スル製造業 18，167S．0（19．9）
2，240
O．82（5，6）
　3，727
P5．0（36．5）
　242
R．3（15．9）
　845
R．9（9．3）　33O．38（0．72）
飲食料品・嗜好品製造業 12，608Q．7（13．8）
4，176
P．5（10．5）
　1，435
T．8（14．1）
　3王4
S．2（20．6）
　894
S。2（9．8）
　390
S．5（8．5）
被服・身ノ廻り品製造業 7，480P．6（8．2）
4，110
P．5（10．3）
　1，282
T2（12．6）
　459
U．2（30．1）
　981
S．6（工0，8）
　401
S．6（8．8）
土　木　建　築　業 16，326R．6（17．9）　83O．03（0．21）　1，195S．8（11．7）　　6O．08（0．39）　1，020S．8（11．2）　　6O．07（0、13）
製版・印刷・製本業 　1」13O．24（1．2）　83O．03（0．21）　336k4（3．3）　29O．39（1．9）　243P．1（2，7）　10O．12（0．22）
学芸・娯楽装飾品製造業 　L551O．34（1．7）　585O．21（L5）　186O．75（1．8）　64O．86（4．2）　701R．3（7．7）　172Q，0（3．8）
瓦斯・電気及天然力
?p二関スル業
　2，171
O．47（2．4）　44O．02（0」1）　115O；46（1．1）　　5O．07（0．32）　168O．79（1．8）　　6O．07（0．13）
其　他　　ノ　工　業 　136O．03（0．15）　72f．03（0．18）　’10O．04（0．10）　45O．61（3．0）　　9O．04（O、10）　　1O．Ol（0．02）
　　　「ｨ　品　販　売　業 35，193V．7 16，258T．9 　4，473P8．0 　1．428P9．3 　3，646P7．2 　539U．2
媒　介　周　旋　業 5，427P2 　531O．19 　611Q．5 　28O．38 　458Q．2 　23Q．7
金　融　・　保　険　業 　2，911O．63
　417
O．15
　435
P．8 　41O．55　’ 　248P．2 　42O．48
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物品賃貸業・預り業 　　249O．25
　　60
O．22
　　36
O．／5
　　14
O．19
　　60
O．28
　　10
O．11
旅宿・飲食店・浴場等業 　6，420
P．4
　11β12
S．2
　　740
Q．9
　1，247
P6．8
　　588
Q．8
　　1，028
PL9
其　他　ノ　商　業 　　99O．02 　　11O．00
　　　8
O．03
　　　2
O．03
　　26
O．12
　　　2
O．02
通　　　　信　　　　業 　1，854
O．40
　　397
O．15
　　148
O．60
　　71
O．96
　　161
O．76
　　47
O．54
運　　　　輸　　　　業 　21β68
S．7
　1，023
O．37
　1，494
U．0
　　73
O．99
　1，421
U．7
　　33
O．38
陸　　海　　軍　　人 　4β35O．94
　　　0
O
　L722
U．9
　　　D
n
　1，747
W．2
　　　0
O
官吏・公吏・雇傭 　6，110k3
　　291
O．11
　　776
R．1
　　24
O．32
　　268
P．3
　　27
O．31
宗教二関スル業 　3，550O．77 　　309O．11 　　114O．46 　　29O．39 　　123O．58 　　　18O．21
教育二関スル業 　4，422O．96
　2，237
O．82
　　302
P．2
　　201
Q．7
　　231
P．1
　　294
R．4
医務二関スル業 　2，760O．60
　2，156
O．79
　　281
P．1
　　302
S．1
　　243
k1
　　294
R．4
法務二関スル業 　　420O．09 　　　6O．OD 　　90O．36 　　　2O．27 　　60O．28 　　　0O
記　者　・　著　述　者 　　130
O．03
　　ユ6
O．00
　　50
O．20
　　　0
O
　　28
f．13
　　　4
O．05
芸　　　　術　　　　家 　1，013
O．22
　　240
O．09
　　363
P．5
　　44
O．59
　　85
O．40
　　14
O．16
其　他　ノ　自　由　業 　L4τ2
O．32
　1．872
O．69
　　154
o｝．62
　　234
R．2
　　117
O．55
　　350
S．o
収　入　二　依　ル　者 　2，732
O．60
　3，292
P．2
　　327
P．3
　　470
U．3
　　196
O．92
　　300
R．5
無　　　　職　　　　業 　4，758
P．0
　4，264
P．6
　1．045
S．2
　　980
P3．2
　　589
Q．8
　　393
S．5
註王）第1表と同一書より作成．
　2）窯業から其他ノ工業までの構成比欄の（）内は，窯業から其他ノ工業までを
　　100とした比率を示す．
由業であるが，そのいずれにおいても静岡市が浜松市を上回る。無業者は収
入二心ル者と無職業とである。前者は，小分類では，小作料に依ル者，地
代・家賃・有価証券ノ収入二士ル者，恩給・年金・其他ノ収入二依ル者，で
あり，後者は，準世帯二二ル学生・生徒，精神病院・感化院・慈善病院等二
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在ル者，官吏又ハ慈善団体等ノ救助ヲ受クル者，在監者，其他ノ無業者であ
る。中分類までの数字のこのうちわけは明らかではないが，静岡市は，以上
のごとき内容の収入二依々スル者が多く，学生・生徒，病院収容者，さらに
無職業者の存在も多い。以上のいずれもが，静岡市が県庁所在都市としての
地方行政，地域社会の拠点，地域教育・文化の拠点でもあることを示してい
る。
　（3）本業者の「職業上の地位」
　第3表は，浜松市Q工業，商業と交通業の中分類について，本業者の「職
業上の地位」をみるものである。この地位の区分は，業主，職員，労務者で
あるが，これについてはつぎのように定義されている。「職業上の地位を左
の三種に区分表章したり。」として「1業主　業務を主宰経営する者　2職
員　業主の下に在りて事務又は技術に従事する者　3労務者　業主職員の下
に在りて単に労務に従事する者」としている。なお，「此の区分は主として農
業，工業，商業及び交通暴酒に対して適用し公務，自由業乃至無職業に就て
は之を準用したるものなるを以て二階級又は一階級に止まりたるものあり。」
と付記されている（r大正九年国勢調査報告府県の部第16巻静岡県』　「附録」2
ページ）。このような3区分である。まず，全本業者は，業主29．0％，職員
12．3％．，労務者58．7％という構成である。3割が業主，すなわち経営主であ
る。工業は，業主16．6％，職員7．0％，労務者76．4％で，業主は全本業者の場
合の半分ほどであり，労務者が約4分の3強で昂る。工業では雇傭されるも
のが多いといえる。これに対して商業は業主は49．4％，職員20．1％，労務者
は30．6％であって，業主が約半数である。自営業者が多いことを示すといえ
よう。交通量は，業主9．1％，職員15．4％，労務老75．5％で，工業よりもいっ
そう雇傭されるものが多いといえる。以上は工業，商業と交通量の概括であ
るが，中分類についてみるとそれぞれの特徴が明確となる。
　まず工業について。工業全体は業主が16．6％であったが，これを下回るの
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は，窯業，金属工業，機械器具製造業，繊維工業，学芸・娯楽・装飾品製造
業，瓦斯・電気及天然力利用二関スル業であり，その他の紙工業，皮革・
骨・角・甲・羽毛品製造業，木・竹二関スル製造業類，食料品・嗜好品製造
業，被服・身ノ廻り品製造業，土木建築業，製版・印刷・製本業，其他ノ工
業はすべてそれを上回る。後者は当該産業が自営業的であり，後者はそれが
労働者雇傭形態であることを示唆するものといえよう。．
　いまこのことを1画面当りの職員＋労務者の数で検討してみよう。工業全
体では4．6人となる。1人の業主が4．6人を使用しているということになる。
この数を上回るのは瓦斯・電気及天然自利用二関スル業57．0人，学芸・娯
楽・装飾品製造業16．8人，繊維工業8．8人，金属工業6．1人，機械器具製造業
6．1人，窯業5．2人で，ほかはこれを下回る。これを著しく下回る皮革・骨・
角・甲・羽毛品製造等はその多くが業主本人だけであり，また，それにつぐ
被服・身ノ廻り品製造業も多くが業主本人のみというものであろう。被服・
身ノ廻り品製造業は，その数も多く，この広汎な当該業が家内自営業である
ことを推測せしめる。同じく広汎な木・竹二関スル製造業なども同様であろ
う。
　ここで注目されるいくつかの個別産業についてみよう。まず最大のウェイ
トを占めていた繊維工業であるが，ここは業主は547人で，これは繊維工業
就業者の10％である。ここには家内製造業主とともに工場生産が行われてい
ることを示唆している。業主はわずか1．7％，1業主あたりの職員＋労務者
57．0人の瓦斯・電気は近代的会社形態で存立することを示す。また学芸・娯
楽・装飾品製造業が1業主あたり16．8人の職員，労務者を抱えているという
ことは，ここでは近代工場形態があることを示すといえよう。
　ここで注目されるのは金属工業，機械器具製造業である。金属工業である
が，ここには1072人の本業者があるが，業主は14．0％にとどまり，また，本
業者930人という機械器具製造業もまた業主の割合が14．1％と小さい。この
ように両者ともに業主の割合が小さいということは，この部門が雇用労働が
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第3表　主要職業（中分類）における地位別本業者数
業　　　　　主 職　　　　員
?
女 計・
?
女
?
窯　　　　　　業 23＜82．0＞ 2＜8．1＞ 25（16．2） 8〈100＞ 0＜0＞ 8（5．2）
金　　属　工　業 148＜98．7＞ 2＜0．30＞ 150（14．0） 41＜100＞ 0＜0＞ 41（3．8）
機械器具製造業 玉28〈97．7＞ 3＜2．3＞ 131（14．1） 82＜97．6＞ 2＜2．4＞ 84（9．0）
化　学　工　業 22〈84．6＞ 4＜15．4＞ 26Z（8．3） 33＜100＞ 0＜0＞ 33（35．9）
繊　維　工　業 492〈89．9＞ 55〈10．1＞ 547（102）275＜92．6＞ 22〈7．4＞ 297（5．5）
紙　　　工　　　業 41＜93．2＞ 3＜6．8＞ 44（25．4） 6〈85、7＞ 1＜14．3＞ 7（4。0）
皮革・骨・角・羽毛
i類製造業 8＜100＞ 0〈0＞ 8（66．7） 2＜100＞ 0〈0＞ 2（16．7）
木・酒類畠関スル
ｻ　　造　　業 253＜97．7＞ 6＜2．3＞259（29．5） 25〈109＞ 0＜0＞ 25（2．8）
飲食料品・嗜好品
ｻ　　造　　業 226〈93．4＞ 16＜6．6＞ 242（18．8） ユ32＜93，0＞ ユ0〈7．0＞ ユ42QL1）
被服・身ノ廻り品
ｻ　　造　　業 328〈62．2＞199〈37。8＞ 527（38．1） 58＜93，5＞ 4〈6．5＞ 62（4．5）
土　木　建　築　業 206〈99．5＞ 1〈0．50＞ 207（20．2） 15＜100＞ 0〈0＞ 15（L5）
製版・印刷・製本業 47＜92．2＞ 4＜7．8＞ 51（20．2） 23〈100＞ 0〈0＞ 23（9．1）
学芸・娯楽・装飾品
ｻ　　造　　業 41＜83．7＞ 8＜16．3＞ 49（5．6） 121＜93、8＞ 8＜6．2＞ 129（14．8）
瓦斯・電気及天然力
?p二関スル業 2〈66．7＞ 1〈33．3＞ 3（1．7） 81＜98，8＞ 1＜L2＞ 82（47，王）
其　他　ノ　工　業 4〈100＞ 0＜0＞ 4（40．0） 2〈100＞ 0＜0＞ 2（20．0）
合　　　　　　計 1，969〈86．6＞304〈13．4＞2，273（16．6） 904〈95、0＞48＜5．0＞ 952（7．0）
物　品　販　売　業 1，986＜85．4＞340＜14．6＞2，326（55，6） 905〈99．7＞3〈0．33＞ 908（21．7）
媒　介　周　旋　業 240＜95．6＞ 11＜4．3＞251（52．2） 182〈99、5＞1＜0．54＞ 183（38．0）
金融　・保険業 53＜80．3＞ 13＜19．7＞66（22．8） 175〈95．1＞ 9〈4．9＞ 184（63，4）
????????
物品賃貸業・預り業 9〈50．0＞ 9〈50．0＞ 18（25．7） 23〈100＞ 0〈0＞ 23（32．9）
旅宿・飲食店・浴場
ﾆ　　　　　等 382＜60．8＞ 246＜39．2＞6 8（38．9） 22〈100＞ 0〈0＞ 22（1．3）
其　他　ノ　商　業 7＜100＞ 0＜0＞ 7（25．0＞ 15〈100＞ 0＜0＞ 15（53．6）
合　　　　　　計 2，677＜81．2＞619＜18．8＞3，296（49．4）i．322＜99、8＞ 13〈LO＞L335（20．1）
通　　　信　　　業 7〈100＞ 0〈0＞ 7（3．4） 71〈88、7＞ 9〈11．3＞ 80（38。5）．????
運　　　輸　　　業 144〈99，3＞ 1〈0．69＞ 145（10．0） 167〈94，9＞9〈5．1＞ 176（12．1）
合　　　　　　計 151〈99．3＞ 1＜0，7＞152（9．1） 238〈93．0＞ 18〈7．0＞256（15．4）
その他とも　総　計 6，833〈78．2＞1，838〈21．2＞8，671（29．0）3β03＜90、2＞ 358〈9．8＞3，661（12．3）
註1）第1表と同一書より作成．
　2）　（）内は，合計のそれぞれに対する業主，職員，皿山者のそれぞれの比率，〈〉
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労　　務　　者 合　　　　計
?
女 計
?
女 計
1業主あたり
E員・労務者
96〈79，3＞ 25＜20，7＞ 121（78．6） 127＜82，5＞ 27〈17，5＞154 5．2
874＜99，0＞ 7＜1，0＞881（82．2） 1，063＜99，1＞9〈0．90＞ 1，072 6．1
694＜97，0＞ 21〈3，0＞ 711（76．9） 904〈97．2＞ 26＜2，8＞ 93σ 6．1
21〈63．6＞ 12＜36．4＞ 33（35．9） 76＜82，6＞ 16＜17．4＞92 2．5
1，173〈25．9＞3，349〈74，1＞ 4，522（84，3） 1，940〈36，2＞3，426＜63，8＞5，366 8．8
86〈70，5＞ 36〈25，5＞ 122（70．5） 133＜76，9＞ 40＜23．1＞173 2．9
1＜50．0＞ 1＜50．0＞ 2（16．7） 11＜91．7＞ 1〈8．3＞ 12 0．5
567＜94．5＞ 27＜4．5＞ 594（67，6） 845＜96，2＞ 33＜3，8＞ 878 2．4
536＜59．6＞ 364＜40，4＞900（70．1） 894＜69，6＞ 390＜30，4＞1，284 4．3
595＜75，0＞198〈25．0＞ 793（57．4）981＜71．0＞ 401〈29．0＞1，382 1．5
799＜99．4＞ 5＜0，62＞ 804（78．4） 1，020〈99，4＞ 6＜0．58＞1，026 4．0
173＜96．6＞ 6〈3．4＞． 179（70．8） 243＜96．0＞ 10＜4．0＞ 253 4．0
539＜77．6＞156〈22，4＞ 695（79．6）701＜80．3＞172＜19．7＞ 873 16．8
85〈95，5＞ 4＜4．5＞ 89（51，1） 168＜96．6＞ 6＜3，4＞ 174 57．0
3〈75．0＞ 1〈25，0＞ 4（40，0） 9〈90，0＞ 1＜10，0＞ 10 1．5
6，242〈59．7＞4，212〈40．3＞ 10，454（76．4） 9，115〈66．6＞4， 64〈33．4＞13，679 4．6
755＜79，4＞196〈20．6＞ 951（22．7）3，646＜87．1＞539＜12，9＞4，185 0．80
36〈76．6＞ 11〈23．4＞ 4τ（9，8） 458〈95，2＞23＜4，8＞ 481 0．92
20〈50．0＞ 20＜50，0＞ 40（13．8）248＜85．5＞ 42＜14，5＞ 290 3．4
28＜96，6＞ 1＜3．4＞ 29（41．4） 60＜85．7＞ 10〈14．3＞ 70 2．9
184＜19．0＞ 782〈81．0＞966（59，8） 588＜36．4＞ 1，028〈63．6＞L616 1．6
4＜66．7＞ 2＜33，3＞ 6（21．4） 26〈92，9＞ 2〈7，1＞ 28 3．0
1，027＜48．9＞1，012＜48．2＞ 2，039（30．6）5，026〈75．．4＞1，644＜24．6＞6，670 1．0
83〈68，6＞ 38＜31．4＞ 121（58．2） 161＜77．4＞ 47＜22．6＞208 28．7
1，110〈98．0＞ 23〈2．0＞1，133（77．9） 1，421〈97，7＞33〈2，3＞ 1，454 9．0
1，193＜95．1＞ 61〈4．9＞1，254（75，5）1，582＜95．2＞ 80〈4．8＞ 1，662 9．9
11，074〈63，1＞6，473＜36．9＞ 17，547（58．7）21，210〈71．0＞8，669〈29，0＞29，879 2．4
内は，それぞれの計に対する男女の比率を示す．
　　　　　　」　‘
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かなり一般化しているということであり，少なくとも家内工業形態が主要な
ものではないということである。
　ついで商業について。商業は総じて業主の割合が大きい。とくに物品販売
業は4185人で本業者が多いが，業主が55．6％で過半数に達する。ここは自営
業が中心であるごとを示し幽ている。この物品販売に代表される商業にあっ
て，金融・保険業は業主の割合が22．8％と小さく，職員が63．4％と大きく，
該当業は近代企業形態をとっている。また，旅宿・飲食店は業主数は628人
と大きいが，労務老が多いためにそのウェイトは38．9％にとどまり，労務者
が59．8％と大きなウェイトを占め，とくにその81。0％が女であり，多数の女
従業員がいるのである。交通業は，通信業，運輸業ともに業主が少なく，職
員，労務者が多いが，通信業における職員のウェイトの高さはここが近代事
業所となっていることを反映したものといえよう。
　（4）地位別構成
　第4表は，浜松市を特徴づける部門についてやや立ち入った検討を加える
ためのものである。本業者数が工業で最多数の繊維工業，それにつぐ被服・
身ノ廻り品製造業，飲食料品・嗜好品製造業，そして浜松市において大きい
ウェイトを占める金属工業，機械器具製造業，学芸・娯楽・装飾品製造業，
浜松市でも多い土木建築業，全部門で最：多数の物品販売業，それと旅宿・飲
食物・浴場下等，交通業のうちの運輸業をとりだし，それらについて年齢別
と，従属者をあげてある。
　まずあらかじめこの従属者，そしてすでに本業者を無定義的に使用してき
たが，この本業者そのものの定義をみてお’く。「国勢調査」は，「総人口を本
業者，無職業者，本業なき従属者及家事使用人」に「四大別」しているが，
これについて，「本調査に於ては世帯を通して各人の職業を観察したるもの
にして，人口を本業として何等かの職業を有する本業者，世帯主及準世帯
に在る物にして，職業なき者及職業以外の収入に依り生活する者を一括し
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葦4表　主要職業（中分類）における地位別年齢別本業 （1920年）
r　　　L 繊　　維　　工　　業 被服・身ノ廻り品製造業
本　　　業　　　者 本　　　業　　　者
14歳以下 15歳～59歳60歳以上 合　計
本　業　ナ　キ
]　　属　　者 14歳以下 15歳～59歳60歳以上 合　計
本　業　ナ　キ
]　　属　　者?
一 483（982）9（1．8） 492 626 一 301（9L8） 27（8．2）328 361
?? ?
女 ｝ 51（92．7）4（7．3） 55 L141 『 183（92．0）16（8，0） 199 783?
一 534（97．6）13（2．4） 547 1，767＜323．0＞ 一 484（91．8）43（8．2） 527 L144＜217．1＞?
5（1．8） 268（97．5）2（0．72） 275 130 2（3．4） 55（94．8）1（1．7） 58 32???
女 一 22（100．0） 』 22 238 一 4（100．0） 一 4 48?
5（1．7） 290（97．6）2（0．67） 297 368＜123．9＞ 2（3．2） 59（95．2） 1（1．6） 62 80＜129．0＞?
142（12．1）1．006（85．8）25（2．1） 1，173 187 75（1，3） 512（86．1）8（1．3） 595 102???
女 952（28．4）2，384（71，2）13（0．39） 3，349 442 14（7．1） 182（91．9）2（1．0） 198 234
計 1，094（24．2）3，390（74．9）38（0．83） 4，529 629〈　13．9＞ 89（11．2） 694（87，5）10（L3） 793 336＜42．4＞?
147（7．5）L757（90．6）36（1．9） 1，940 943 77（7．9） 868（88．5）36（3．7） 981 495???
女 952（27．8）2，457（71．7）17（0．50） 3，426 1，821 工4（3．5） 369（92．0）18（4．5） 401 1，065
計 1，099（20．5）4．214（78．5）3（0．99） 5，366 2，764＜51．5＞91（6．6）1，237（89．5）54（3．9） 1，382 1，560〈112，7＞
飲食物嗜好品製造業 木竹二関スル製造業
本　　　業　　　者 本　　　業　　　者
14歳以下 15歳～59歳60歳以上 合　計
本　業　ナ　キ
]　　属　　者 14歳以下 15歳～59歳 60歳以上合　計
本　業　ナ　キ
]　　属　　者?
｝ 215（95．1）11（4．9） 226 265 ｝ 226（89．3）27（10，7） 253 267
?? ?
女 一 16（100．0） 一 16 525 1（1a7） 5（83．3） 一 6 519?
一 231（95．5）11（4．5） 242 790＜326．4＞ 1（0．39） 231（89．2）27（10．4） 259 786＜303．5＞?
4（3．0） 126（95．5）2（1．5） 132 57 一 25（100。0） 一 25 11
?? ?
女 一 10（100，0） 　 10 143 一 一 一 一 30?
4（2．8） 136（95．8）2（1．4） 142 200〈140．8＞ 一 25（100．0） 一 25 41〈164．0＞?
69（12．9） 463（86．4）4（0．75） 536 81 49（8．6） 510（89．9）8（1．4） 567 183????
116（31．9）248（68．1） 一 364 195 1（3．7） 26（92．3） 一 27 383
計 185（20．6）711（79，0）．4（0．44）900 276＜30．7＞50（8．4） 536（90．2）8（1．3） 594 566〈95．3＞・?
73（8．2）　， 804（89．9）17（1．9） 894 403 49（5．8） 761（90．1）35（4．1） 845 461?? ?
女 116（29．7）274（70．3） 一 390 863 2（6．1） 31（93．9） 一 33 932?
189（14，7）1，078（84．0）17（13） L2841，266＜98．6＞　　　L 51（5．8） 792（90．2）35（4．0） 8了8 L393＜158．7＞
?????
??
??金　　属　　工　　業 機　械　器　具　工　業
本　　　業　　　者 本　　　業　　　者
14歳以下 15歳～59歳60歳以上 合　計
本　業　ナ　キ
]　　属　　者 14歳以下 15歳～59歳 60歳以上 合　計
本　業　ナ　キ
]　　属　　者?
一 140（94．6）8（5．4） 148 183 『 123（96．1）5（3．9） 128 144
?? ?
女 一 2（100．0） 一 2 348 一 3（100．0） 一 3 313
計 一 142（94．7）8（5．3） 150 531＜354．0＞ 『 126（96，2）5（3．8） 131 457＜348．9＞?
一 41（100．0） 一 41 27 一 82（100．0） 一 82 41
???
女 一 『 一 一 69 一 2（100．0） 一 2 98?
一 41（100．0） 　 41 96〈234．1＞ 一 84（100．0） 一 84 139〈165．5＞?
65（7．4） 804（92．0）5（0，57） 874 281 46（6．6） 646（93．1）2（0．29） 694 268???
女 一 7（100．0） 一 7 681 2（9．5） 19（90．5） 一 『21 575
計 65（7．3） 811（92．1）5（0．57） 881 962〈109．2＞48（6．7） 665（93．0）2（0．28） 715 843＜117．9＞?
65（6．1） 985（92．7）13（1．2） 1，063 491 46（5．1） 851（94．1）7（0，77） 904 453?? ?
女 一 9 皿 9 1，098 2（7．7） 24（92．3） 　 26 986
計 65（6．1） 994（92．7）13（L2） LO721，589〈148．2＞48（5．2） 8了5（94．Dγ（0．τ5） 930 エ，439＜154．r＞
学芸娯楽装飾品製造業 土　木　建　　築　　業
．本　　　業　　　者 本　　　業　　　者
14歳以下 15歳～59歳60歳以上 合’計
本　業　ナ　キ
]　　属　　者 14歳以下 15歳～59歳60歳以上 合　計
本　業　ナ　キ
]　　属　　者?
一 38（92．7）3（7．3） 41 50 『 198（96．1）8（3．9） 206 270
???
女 一 8（100．0） 一 8 78 『 1（100．0） 一 1 493
計 一 46（93．9）3（6．1） 49 128＜261．2＞ 『 199（96．1）8（3．9） 207 763〈368．6＞?
一 120（99．2）’1（0．83） 121 74 『 15（100．0） 　 15 7
? ?
女． 一 8（100．0） 一 8 153 『 一 一 一 18
計 一 128（99．2）1（⑪．78） 129 227＜176，0＞ 一 15（100．0） 一 15 25＜147．0＞?
54（10．0） 479（88．9）6（1，1） 539 161 26（3．3） 751（94．0）22（2。8） 799 341???
女 23（14．了） 132（84．6）1（0．64） 156 373 『 5（100．0） 一 5 756　層
計 77（1L1）611（87．9）7（1．0） 695 534〈76．8＞ 26（3．2）756（94．0）22（2．7） 804 1，097＜136．4＞?
54（7．7） 637（90．9）10（L4） 701 285 26（2．5） 964（94．5）30（2，9） 1，020 618? ?
女 23（ユ3．4） ユ48（86．0） 1（0．58） 172 604 『 6（100．0） 一 6 L267
計 ’77（8．8） 785（89．9）11（1．3） 873 889＜101．8＞26（2．5） 970（94．5）30（2．9） 1，026 1，885〈180．8＞
??
??????》??????????
物　　品　　販　　売　　業 旅宿・飲食店・浴場業等
本　　　業　　　者 本　　　業　　　者
14歳以下 15歳～59歳 60歳以上合　計
本　業　ナ　キ
]　　属　　者 14歳以下 15歳～59歳 60歳以上合　計
本　業　ナ　キ
]　　属　　者?
一 1，764（88．8）222（11．2） 1，986 2，039 一 336（88．0）46（12．0） 382 469??
女 一 292（85．9）48（14．1） 340 4，103 一 230（93．5）16（6．5） 246 947
計 『 2，q56（88．4）270（11．6） 2，326 6，142〈264．1＞ 一 566（90．1）62（9．9） 628 1，416〈225．5＞?
25（2．8） 875（96．7）5（0．55） 905 157 一 22（100．0） 一 22 3??
女 一 3（100．0） 一 3 367 一 一 一 一 6?
25（2．8） 878（96．7）5（0．55） 908 524＜57．7＞ 一 22（100．0） 一 22 9〈40．9＞?
188（24．9）551（73．0）16（2、1） 755 35 30（16、3） 149（81．0）5（2．7） 184 18???
女 5（2．6） 187（95．4）4（2．0） 196 85 34（4．3） 732（93．6）16（2．0） 782 40
計 193（20．3）738（77．6）20（2．1） 951 120＜12．6＞ 64（6．6） 881（91．2）21（2．2） 966 58＜　6．0＞?
213（5．8）3，190（87．5）243（6．7） 3，646 2，231 30（5．1） 507（86．2）51（8．7） 588 490??
女 5（0．93） 482（89．4）52（9。6） 539 1，555 34（3．3） 962（93．6）32（3．1） 1，028 993?
218（5．2）3，672（87．7）295（7．0） 4，185 6，786＜162．2＞60（3．7）1，469（90．9）83（5．1） 1，616 1，483〈91．8＞
運　　　　輸　　　　業 総　　　　　　　　　計
本　　　業　　　者 本　　　業　　　者
14歳以下 15歳～59歳 60歳以上 合　計
本　業　ナ　キ
]　　属　　者 14歳以下 15歳～59歳60歳以上 合　計
本　業　ナ　キ
]　　属　　者?
一 134（93，1）10（6．9） 144 139 89（1．3）6，023（88．1）721（10．6） 6，833 6，882??
女 一 1（100．0） 一 1 229 90（4．9）1，517（82．5）231（12．6） 1，838 13，275?
一 135（93．1）10（6．9） 145 338＜233．1＞179（2．1）7，540（87．0）952（11．0） 8，67120，157〈232．4＞?
3（1．8） 164（98．2） 一 167 101 53（1．6）3，200（96．9）50（1．5） 3，303 1，374??
女 1（11．1） 7（77．8） 1（11．1） 9 257 16（4．5） 337（94．1）5（1．4） 358 2，867?
4（2．3） 171（97，2）1（0．57） 176 358＜203．4＞69（1．9）3，537（96．6）55（1．5） 3，661 4，241〈115．8＞?
11（0．99） LG8了（97．9）12（1．1） 1，11G 620 865（7．8）9，954（89．9）255（2．3）1LO了43，016? ??
一 22（95．7）1（4．3） 23 1，297 1，357（21．0）4，974（76．8）142（2．2） 6，473 6，508
計 11（0．97）1，109（97．9）13（1．1） 1，133 1，917＜169．2＞2，222（12．7）14，928（85．1）397（2．3）17，5479，524＜54．3＞?
14（1．0）1，38与（97．5）22（1．5） L421 860 1，007（4．7）19，177（90．4）1，026（4．8） 21，21011，2τ2??
女 1（3．0） 30（90．9）2（6．1） 33 1，783 1，463（15．9）6，828（78．8）378（4．4） 8，66922，650
計 15（1．0）1，415（97．3）24（1，7） 1，454 2，643＜181．8＞2，470（8．3）26，005（87．0）1，404（4．7） 29，87933，922＜113．5＞
〉内は本業者1人あたり本業ナキ従属者数．
註1）第1表と同一書より作成．
　2）　（）内は，合計に対する各年齢層の比率，＜
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たる無職業者（無職独立者），本業として何等の業務を有せす，多くは前記本
業者又は無職業者に扶養せらる工家族を指す，本業なき従属者（是等は総て
所属世帯主の職業に依り分類表章す）及主人の世帯内に在りて家事勤務に服
する家事使用人（是等は総て所属世帯主の職業に依りて分類表敵すること本
業なき従属者と同一にして，自己の世帯より通勤する家事使用人は前記本業
者に属す）に四大別す。」と記してある（r大正九年国勢調査報告府県の部内32
巻　岡山県』　「結果の概要」ivページ。この規定文章は，静岡県分の「国勢調査報告」には
記載されていない。）。
　以上から，本業者，本業ナキ従属者であるが，後者は一般的には前者に扶
養されている家族である。家族であっても本業者はこの中に入らず，たとえ
未成年者であっても本業をもつ者は従属者ではなく，本業者である。また，
準世帯人口でも，たとえば工場寄宿舎にいる者は本業者である。前者，すな
わち本業者は世帯主を越えたものであり，後者，すなわち本業ナキ従属者は
その世帯に属すものの一部ということになる。以上のことを前提にしてみて
いく。
　まず，全体は，本業者総数2万9879人，その本業ナキ従属者3万3922人で
ある。
　本業者を100とした本業ナキ従属者の指数は113．5であるが，繊維工業は
51．5，被服・身ノ廻り品製造業は1！2．7，飲食物・嗜好品製造業98．6，木・竹
＝関スル製造業158．7，金属工業148．2，機械器具製造業154．7，学芸・娯
楽・装飾品製造業101．8，土木建築業180．8，物品販売業は162．2，旅宿・飲
食・浴場業等91．8，運輸業18ユ．8であり，繊維工業において著しく小さい。繊
維工業においては従属者のない本業者が多いのである。旅宿・飲食・浴場業
等，飲食物・嗜好品製造業も小さい。すなわちこれらにおいては家族がいな
いものが多いということである。
　つぎに，この本業者と本業ナキ従属者の関係，すなわち本業者を100とし
た本業ナキ従属者の指数を職業上の地位でみよう。全体では，業主では
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232．4，職員では115．8，労務者では54．3となり，労務者がきわだって小さ
い。部門別に業主，職員，労務者それぞれのこの本業者100に対する本業ナキ
従属老の指数をみると，繊維工業は323．0，123．9，13．9，飲食料物・嗜好品
製造業は326．4，140．8，30．7，被服・身ノ廻り品製造業は217．1，129．0，
42．4，木・竹二関スル製造業は303．5，164．0，95．3，金属工業は354．0，
234．1，109．2，機械器具製造は348．9，165．5，117．9，学芸・娯楽・装飾品製
造業は261．2，176、0，76．8，土木建築業は368．6，147．0，136．4，物品販売は
264．1，57．5，12．6，旅宿・飲食物等は225．5，40。9，6．O，運輸業は233．1，
203．4，169。2となる。先にみた労務者には本業ナキ従属者が小さかったが，
それは繊維工業，飲食洋物・嗜好品製造業，物品販売業，旅宿・飲食物浴場
等業においてとくに著しい。ここには家族持でない労働者が多いことが示さ
れている。他方，金属工業，機械器具製造業，土木建築業，運輸業において
はそれは100を越え，ことに運輸業は169．2という大きさであるが，この大き
さは家族持ちの労働者の広汎な存在を予想させるのである。
　（5）本業者の年齢別構成
　同じく第4表によって，この本業者の年齢構成をみよう。全職業では，
14才以下が8．3％，60才以上が4．7％であって，年少者，老齢者が一定数あ
る。それを男女別にみると，男ば4．7％，4．8％，女は15．9％，4．4％であっ
て，年少者は女に多く，老齢者は男に多い。これを階層別にみると，業主は
14才以下は2．1％，女だけでも4．9％と小さく，60才以上は11．0％と大きい。
これに対して，労務者は14才以下は12．7％，とくに女は21．0％と大きく，
60才以上は2．3％と小さい。
　これを部門別にみよう。14才以下が全体を上回るのは繊維工業と飲食物・
嗜好品製造業，それに学芸・娯楽・装飾品製造業であり，とくに前者は著し
い。これら産業は60才以上は小さい。他方，60才以上が大きいのは物品販売
業と旅宿・飲食店・浴場等軸である。これらは14才以下はいずれも小さい。
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　繊維工業において14才以下が大きいのは，女のそれが27。8％に達している
からであるが，労務者だけではそれは28．4％になる。労務者のおおよそ5人
に1人が14才以下ということになる。飲食物・嗜好品製造業も女でのその比
率は29．7と高く，労務者では31．9％に達し，おおよそ3人に1人が14才以下
ということになる。ともに年少の女子労働者が多いのである。
　金属工業，機械器具製造業は14才以下は全体には及ばないもののかなり高
い。機械器具製造業では比率としては女が高いが絶対数が少ないのであっ
て，金属工業，機械器具製造業ともにその高さは男において一定の14才以下
の労務者がいることによる。学芸・娯楽・装飾品製造業は男女ともに労務者
において14才以下がかなりあって，これによって全体的に14才以下のウェイ
トが高まっている。飲食料品も労務者において，ことに女において14才以下
が多く，これによって全体的に14才以下が大きくなっているのである。
　物品販売と旅宿・飲食店・浴場立業は60才以上の比率が大きいがその理由
はそれら業主における60才以上の大きさによるのである。物品販売は労務者
の男において14才未満が24．9％と大きく，男の労務者の4人に1人が14才以
下の年少者なのである。被服・身ノ廻り品製造業はそのいずれも全体より小
さいが，男は14才以下が，女は60才以上が全体のそれぞれよりも大きい。運
輸業は14才以下，60才以上がともに小さいが，ここでは中堅的労働者が中心
となっていることを予想させるのである。
　（6）各職業の特徴
・ここであらためて本業者の構成をそれぞれごとにみよう。
　繊維工業　ここは男女別では女が6割強を占め，地位分類では労務者が8
割以上を占めるが，年齢別では14才以下のウェイトが高い。労務者だけにつ
いていえば，14才以下は24。2％，女だけについていえば28．4％に達する。本
業ナキ従属者からみて，業主と職員は多くは家族持ちであるが，労務者はそ
うではない。これら労務者は独身の若年の女子労働者であろう。1業主あた
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り職員＋労務者は8．8人であり，業主の少ないこととあいまって，・この繊維
工業では若年の，単身の女子労働力に大きく依拠する工場生産が展開してい
るのであろう。
　飲食物・嗜好品製造業　ここは業主の割合は大きくなく，労務者のそれが
大きい。労務者には男女14才以下が多いが，ことに女においては3割を越え
る。本業ナキ従属者はこの労務者には小さく，家族持ちは少ない。年少め単
身の労働者による生産が行なわれている。1本業者あたり職員＋労務者は
4．3人であり，ある程度の規模の製造所が展開しているのであろう。
　被服・身ノ廻り品製造業　ここは業主の割合が相対的に嫁きぐ，また男の
割合が大きい。そして，この多数を占める業主には本業ナキ従属者がかなり
ある。労務者は多くないが，14才以下が，それも男において一定程度あり，
年少労働者が存在している。1業主あたり職員＋労務者は1．5人で，自営業
が多いことを示すと考えられる。
　金属工業　ここは業主は少なく，労務者が8割を越える。男が99％であっ
て，男子雇用労働力による工業である。労務者には男子年少者もいるが，こ
れをふくむ労務者の1人あたり本業ナキ従事者の数は1．1人であり，この労
働者は家族もちが多いといえるであろう。
　機械器具製造業　ここも業主は少なく，労務者が8割に近い。男が99％で
あって，男子雇用労働力による工業である。労務者には男子年少者もいる
が，これをふくむ労務者の1人あたり本業ナキ従事者の数は1．5人であり，
この労働者は家族持ちが多いといえるであろう。金属工業によく似た様相を
みせている。
　学芸・娯楽・装飾品製造業　ここは業主はきわめて少なく，職員14．8％，
労務者約8割で，1業主あたり職員＋労務者は16．8人ときわめて大きい。男
が8割を占める。年齢別では14才以下が一定程度ある。これは労務者0男女
においてであり，年少労働老があることを示している。
　物品販売業　ここも業主が過半を占め1あとは職員，労務者半々である。
男が9割近くである。年齢別では60才以上のウェイトが相対的に大きく，ま
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た，14才以下もある程度いる。60才以上は業主において多く，これは男女と
もにそうである。14才以下は労務者，ことに男に多い。自家経営が多く，老
人になっても販売業を続け，そこには年少の使用人がいる，ということにな
る。
　運輸業　これはほとんどが男で，業主は少なく労務者が8割近くであり，
圧倒的である。年少者，老齢者も少なく，中年齢層が中心である。労務者で
あっても本業ナキ従属老指数は169．2であり，家族持ち労働者が形成されて
いることを示す。
　旅宿・飲食物・浴場業等　男女比では1：1．8くらい，業主と労務者の比
は1：1．5くらいであるが，業主だけでは男女数は男6割，女4割，労務者は
男2割，女8割である。年齢別では業主において60才以上がやや大きいが，
それは男においてであり，全体としては際立ったものではない。労務者も
14才以下は少なく，15～59才である。この労務者には本業なき従属者指数は
6ときわめて小さく，家族持ちはきわめて少ないといえる。1業主あたり職
員＋労務者は1．6人と小さく，小自営業が多いであろう。
3　世帯構成における普通世帯・準世帯
　（1）年齢別人ロの構成
　第5表は，このような職業別構成をとる浜松市の年齢別人口構成を示す。
　浜松市は，男女ともに，15～19才，20～24才，25～29才，30～39才におい
て全県を上回り，4才未満，5～14才，40～59才，そして60才以上において
全県を下回っている。このことは静岡市でも同じであるが，その上回り方，
あるいは下回り方は静岡市より浜松市の方が著しい。幼児，子供，年長者が
相対的に少ないということになる。
　第4表のうちの繊維工業を本業者の年齢別に再度みてみよう。女の本業老
3426人のうち労務者は3349人であるが，3390人が15～59才区分に属してい
一50一
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第5表　年令別人口，未婚 （1920年）
静　　岡　　県 静　　岡　　市 浜　　松　　市
?
女
?
女
?
女
4歳以下 112，557　14．5i112，557100．0）
110，811　14．3
曹P0，81110D．0）
　4，59012，1
i4，59010D，0）
　4，576　12．7
i4，57610D．0）
　3，897　12．0
i3，897100．D）
　3，948　12．3
i3，948100，0）
5～14
188，527　24，4
i188，527100，0）
183，87123．7
i183，871100，0）
　8，370　22．0
i8，370100．0）
　8，07524，4
i8，07099，9）
　6，84421．0
i6，844100．0）
　7，ユ6722．2
i7，16699．9）
15～19　70．802　9．1i69，33197．9）
　73，124　9．4
i61，71184．4）
　 ，414　11．6
i4，38499，3）
　3，932　10．9
i ，45687，9）
　4，097　12．6
i4，05899．0）
4．48713．9
i3，99188．9）
20～24　57，562　7．4i38，28766，5）
　61．812　8．0
i15，18724，6）
　4，441　11．7
i4，38499，3）
　3，308　9，2
i1．06132．1）
　4，335　13．3
i3，32776，7）
　 ，618　11．2
i1，26535．0）
25～29　52，448　6．8i8，76116，7）
　52，625　6．8
i3，130　5．9）
　2，g49　7，7
i　82628，0）
　2，858　7．9
i　269　9，4）
　2，854　8．8
i　63222，1）
　2，724　8，5
i　305　11，2）
30～3996，63312．5i3．452　3，6）
　96，787　12，5
i2，048　2．1）
　5，099　13，4
i　277　5，4）
　 ，935　13．7
i　201　4。1）
　4，494　13．8
i　219　4．9）
　4，24113．2
i　172　4．1）
40～59
131，7τ8　17．0
i2，170　1．6）
126，952　16．4
iL502　1．2）
　6，12916．1
i　128　2．1）
　5，785　16，1
i　119　4．1）
　4，580　14，1
i　103　2，2）
　4，232　13，1
i　121　2．9）
60歳以上　63，862　8，2i　837　1，3）
　7D，236　9，0
i　710　1，0）
　2，090　5．5
i　30　1．4）
　2，533　7．D
i　73　2．9）
　1，423　4．4
i　22　1．5）
　1，808　5、6
i　30　1．7）
合　　計
774，169100．0
i423，92254，8）
776，218100．0
i378，91248，B＞
38，091100．0
i22，226　58．3）
36，002100．0
i17，84449，6）
32，524100．0
i19，10258．7）
32，225100．0
i16，986　52．7＞
註1）第1表と同一書より作成．
　2）上段は人口と構成比を示し，下段（ ）内は未婚者数，未婚率を示す．
る。この区分はそのうちわけをみることができないが，この3390人の多くは
15～19才，20～24才に属するであろう。14才以下も952人である。ここに年少
者の広汎な存在を想定しうる。以上は繊維工業であるが，物品販売業におけ
る労務者の男における14才以下の高さに同様なことが想定できよう。このよ
うな，．繊維における女子の年少労働者，物品販売における男子の年少労働者
をはじめとする年少労働者の存在があるのである。このようなことが浜松市
の年齢別構成を特徴的なものとしているのであろう。
　（2）準世帯人口の特徴
　第6表は，世帯数，人口中の準世帯数・人口をみるものである。全県は，
準世帯数は全世帯数歯の0．1％，準世帯人口は全人口中の男3．0％，女2．2％，
一51一
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第6表　普通世帯・準世帯と準世帯の内わけ （1920年）
静　　岡　　県 静　．岡　　市 浜　　松　　市
人　　　　　　口 一　世　帯?@た　り 人　　　　　口
一　世　帯
?@た　り 人　　　　　口
一　世　帯
?@た　ワ
???
総　数
?
女 総数
??
???
総　数
?
女 総数
??
???
総　数
?
女 総数
??
世　　帯　　数 287，086i100．0）
1550，38ア
i100．0）
774，169
i100．0）
7ア6，218
i100．0）5．4
2．7
Q．7 14，543τ4，09338，091 36，0025．1
2．6
Q．5 12，39464，74032，524 32，2255．2
2．6
Q．6
普通世帯 284，464i99．1）1509，913i97．4）750，704i97．0）759，209i97．8）5．3 2．6Q．7 14，368i98．8）69，536i93．8）34，743i91．2） 4，793i96．6）4．8 2．4Q．4 12，200i98．4）59，038i91．2）29，102i89．5） 9，936i92．9）4．8 2．4Q．4
準　　世　　帯
2，622噛（0．10） 40，474
i2．6）
23，465
i3．0）
17，009
i2．2）15．4
8．9
U．5
　175
iL2）
4，557
i6．2）
3β48
i8．8）
1，209
i3．4）26．0
19」
U．9
　194i1．6）
5，711
i8．8）
3，422
i10．5）
2，289
i7．1）29．4
17．6
P1．8
陸　　　軍 46 4，033P0．0
4，033
P7．2 一 87．了
87．7一 20 L647
R6．1
1，647
S9．2 一 82．4
82．4
w 15
1，653
Q8．9
1，653
S8．3 一 1102
110．2
監　　　獄 8 803Q．0
785
R．3
18
O．11100．4
98．1
Q．3
2 586
P2．9
568
P7．0
18
P．5
293 284．0
X．0
3 187
R．3
18τ
T．5 一 62．3
623
留　置　場 15 38O．10
34
O．14
?．?
2．5 2．3
O．3
1
?．? ?．? ?．?
8．0
了．0
P．0 一 一 一 一 一 一
55 2，412
U．0
L280
T．5
L132
U．7 43．9
23．4
Q0．6
13 1，073
Q9．5
326
X．7
747
U2．6 82．5
27．8
T7．5
5 363
U．4
259
V．6
104
S．5 72．6
51．8
Q0．8???学　校
H　場
ｴ　他
172．14，213
R5．1
2，586
P1．0
11，627
U8．4 82．6
15．0
U7．6
1
?．? ?．? ??
6．0 色。 37 2，202S0．3
449
P3．1
1，753
V6．6 59．5
12．1
S7．4
33 310
O．80
247
P．1
63
O．37
9．4 7．5
P．9
4 98
Q．2
69
Q．1
29
Q．4 24．5
17．3
V．3
7 59
P．0
55
P．6
?．?
8．4
7．9
O．6
????????????????????
慈善的場舎 7 88O．22
56
O．23
32
O．1912．6
、8．0
S．6
1 39
O．86
18
O．54
21
k739．0
18．0
Q1．0 一 一 一 一 一 一
病　　　院 253 3，235W．4
1，184
T．0
2，051
P2．1 12．8
4．7
W．1
18 465
P．O
171
T．1
294
Q4．3 25．8
9．5
P6．3
23 468
W．2
154
S．2
314
P3．7 20．3
6．7
P3．6
旅店下宿屋 1，207 5，834P4．4
4，616
P9．7
1，218
V．2 4．8
3．8
P．0
108 584
P2．8
492
P4．7
92
V．6 5．4
4．5
O．9
85 549
X．6
450
P32
99
S3 6．5
5．3
P．2
合　宿　所 537 5，132P2．7
4β47
P8．5
785
S．6 9．6
8．1
P．5
6 44　．
P．0
39
k2
?．?
7．3
6．5
O．8
14 219
R．8
204
U．0
15
O．6615．6
14．6
P．1
船　　　舶 262 4，312P0．7
4，238
P8．1
74
O．4416．5
16．2
O．3 『 一 一 一 一 一 一 一 一 一
其　　　他 27 64O．16
59
O．25
?．?
2．4 2．2O．2
1
?．←? ?．? ?．?
7．0
5．0
Q．0
5 11
O．19
11
O．32 一 2．2
乙2
註1）第1表と同一書より作成．
2）準世帯の内わけの人口欄の下段は準世帯人口全体を100としたそれぞれの比率を示す．
?。?
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合計で2．6％であるが，浜松市は，世帯数で1．6％，人口で男10．5％，女
7。1％，合計で8．8％である。比較のためにあげた静岡市は世帯数1．2％，男
8．8％，女3．4％であって，浜松市は静岡市よりも準世帯のウエイトが高いの
である。
　この浜松市の準世帯の内容をみていこう。男3442人の準世帯人口は，陸軍
が最大で48．3％と半数近くを占める。そのほかでは旅宿・下宿屋13．2％，工
場寄宿13．1％，学校宿舎7．6％，合宿所6．0％，監獄5．5％，病院4．2％などと
なる。静岡市も陸軍49．2％とほぼ同様の割合を占めるが，そのほかでは監獄
17．05，旅宿・下宿屋14，7％，学校9．7％，病院5．1％となっている。ともに
陸軍が大きく，それに監獄が加わり，この両者がかなりを占めるが，これを
除いたそのほかを比較すると，浜松市は工場宿舎が絶対数においても静岡市
より大きく，旅宿・下宿屋もほぼ同数に近く，また，合宿所も大きいという
特徴をみることができる。この工場宿舎，旅宿・下宿屋，合宿所は工場など
で働く単身者の住いということであろう。女についてみると，浜松市は工場
宿舎76．6％と抜群の大きさを占め，工業の展開にともなう女子労働者の存在
を反映している。静岡市ではそれはゼロであり，学校宿舎が62．6％を占めて
いて，第1表において静岡市は女の本業者構成において工業のウェイトの小
さいこととあわせ考えると寄宿させるような工場が展開していなかったこと
とみることができる。ここには，浜松市の工業都市としてのありようが示さ
れているといえる。
　なお，1準世帯あたりの人口も工場宿舎は59．5人であり大きいが，これは
たとえば岡山市の場合は244．7人であったのと比較するとむしろ小さい。岡
山市の場合は紡績工場がいくつかあることを艮映してのことであるが，浜松
市は小規模工場であることを反映しているといえよう。
（3）未婚率
先の第5表には，年齢階層別未婚率も表示している。未婚率は静岡県は男
一53一
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54．8％，女48．8％であるが，浜松市はそれぞれ58．7％，52．7％で，男女とも
に全県よりも大きい。これは静岡市の男58，3％，女49．6％より大きい。
　この未婚率の年齢別状況をみると，いくつかの年齢層において全県を上回
るが，男については20～24才，25～29才台，女については15～19，20～24，
25～29才台におけるそれが注目に値しよう。男については，その年齢層にお
いては静岡市の方がさらに大きいが，いずれにしても未婚男子青年が多いの
は，陸軍，あるいは学校在学者によるであろうとともに，浜松市の場合は労
働者の存在によるものと思われる。女については以上のすべての年齢層にお
いて静岡市をも上回？ているが，これは繊維工業に従事する女子若年労働者
の存在によるものと思われる。
4　出生地にみる特徴
　「国勢調査」は出生地を調査している。’1920年の「国勢調査」では各市町
村について自市町村生，自市町村外生を記すが，全県，市，郡部一括のそれ
ぞれについて自市町村外の内容を記載している。第7表は，人口中の自市町
村外生の人口と比率を示すものである。自市町村外生は全県は男26．2％，女
38．3％であるが，浜松市では男は64．1％，女は65．1％で，それぞれ3倍，
1．5倍の大きさである。比較のためにあげた静岡市は男51．5％，女49．4％で
あって，浜松市はことに女において著しいというごとになる。
　自市町村外のうちわけをみると，全県は男は県内他市町村25．9％，他府県
生6．2％であるが，浜松市は47．2％，ユ6．7％である。女は全県はそれぞれ
32．2％，6．0％であるが，浜松市はそれが49．6％，15，3％であり，県内他市町
村，他府県生が男女ともに高い。こころみに，静岡市をみると，男は，自市
町村48．5％，自市町村外38．8％，他府県12．6％，女は50．6％，38．7％，
10．5％である。浜松市は男女ともに，自市町村生れのウェイトの小さいこ
と，県内他市町村，他府県生れのウェイトが大きいことにおいて静岡市を大
一54一
きく上回っているのである。こ
のことは，浜松市への他地域か
らの流入の大きいことを示して
いるといえるのである。
　いま，この他府県生の府県を
整理すると，第8表のようにな
る。中部地：方が男女ともに56％
台，つづいて関東地方が20％台
である。府県別では愛知県が男
女ともに40％台で，つづいて東
京府が10％台で，以下，岐阜
県，神奈川県などとなる。ここ
ろみに静岡市をみると，地域別
では関東地方が最大で，ついで
中部地方となり，府県別では男
女ともに東京府が最多で，つい
で愛知県，神奈川県，山梨県な
どとなる。両者にはかなりの相
違がある。
5　工業都市としての性格
　以上の住民構成の検討から，
浜松市は，繊維工業のウェイト
が大きく，そして年少の女子労
働者の集積がある繊維工業の都
市である。そのほか被服・身ノ
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第8表　出世生　地方別・上位10府県別状況 （1920年）
静
?
市 地 方　別 浜 松 市
総　　数
?
女
一上位10府県
総　　数
?
女
人　　％ 人　　％ 人　　％ 人　　％ 人　　％ 人　　％
85　0．99 51　1．1 34　0．90北海道 59　0．57 32　0，59 27　0．55
330　3．8 184　2．6 146　3．8東 北 507　4．9 233　4．32ア4　5．6
3352　39．01755　36．61597　42．0
?
東 2285　22．1 1177　21．71108　22．4
3060　35．6 1745　36．4 1315　34．6
?
部 5848　56．4 3052　56．32796　56．6
1049　12．2 627　13．1419　ユLO近
?
ユ085　10．5606　11．2479　9，7
312　3．6183　3．8 129　3．4
? ?
197　1．9113　2．1 84　1．7
154　1．8 98　2．0 56　1．5四
?
152　1．5 85　1．6 67　1．4
252　2．9 150　3．1 102　2．7九
?
227　2．2 126　2．3 101　2．0
8591100．0 4793100．0 3798100．0合 計 10360100．05424100．0 4936100．0
1762　20．5889　18．5873　23．0東　京 愛知 4521　43．6 2275　41，92246　45．5
1279　14．9 665　13．9 614　16．2愛知 東　京 1256　12。1618　11．4 638　12，9
875　10．2450　9．4425　1L2神奈川 岐　阜 422　4，1 257　4．7 165　3．3
735　8．6451　9．4 284　7．5山梨 神奈川 368　3．6185　3．4 183　3．7
289　3．4178　3．7111　2．9岐阜 三　重 345　3．3 187　3．4 158　3．2
257　3．0 173　3．6 84　2．2滋賀 山　梨 237　2．3 130　2．4 107　2．2
243　2．8 140　2，9103　2．7新　潟 滋　賀 223　2．2 147　2．776　L5
238　2．8143　3．0 95　2．4宮　城 長　野 216　2．1 135　2．581　1．6
223　2．6工30　2．7 93　2．4三　重 秋　田 189　1．869　13120　2．4
194　2．3105　2．289　23兵庫 埼　玉 163　1．6 80　1．5 83　1．7
註1）第1表と同一書より作成．
回り品製造業，飲食料品・嗜好品製造業，木・竹二関スル製造業などが展開
している・このようななかで，金属工業，機械器具製造業は，そのウェイト
は一定あり，しかも1業主あたりの職員＋労務者も一定程度あり，労務者の
本業ナキ従属者も100を越えており，労働者家族を形成しているといえる。
このようにみてくると，この浜松市はこの金属工業，機械器具製造業こそ，
この浜松市を特徴づけるものであるといえよう。
．葛西大和氏は，エ：業発展の態様からわが国の都市を類型化している。都市
を，1総合的な工業構成をもつ都市，皿特定工業部門た特化した工業構成
をもつ都市，皿工業の発展が総体的に微弱な都市にわけ，さらに1をa歴
史的系譜をもつ大都市，b幕末開港以降に発展した都市，皿をa重工業部
門に特化した都市，b軽工業部門に特化した都市，皿をa大工場の存在す
る都市，b大工場の存在しない都市，として類型している。そして，．ここで
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの検討している浜松市については，皿のbの類型のものとしている。．
　確かに，葛西大和氏が依拠したr工場通覧』掲載の個別工場の集計から工
業の部門別構成をみれば，浜松市も染織工場のウェイトが最大であることに
は相違ない。またここで使用した『国勢調査」の工業部門別においても蘇り
である。しかし，軽工業に特化した都市とされるもののなかでは機械器具工
場の占める割合は職工数でみてが7611人中の1186人，すなわち15．6％であ
り，これは軽工業特化都市にあっては最も高い数値である。また国勢調査に
あっては，1万2653人中の2000人，すなわち15．8％を占める。当時の重工業
の展開度合の小さい状況にあっては，浜松市は重工業のウェイト・はより大き
く評価されてよいのではないかと思われる。
　こころみに，この第1回「国勢調査」の年と同年の1920年1月1日現在の
浜松市と翌年4月に浜松市に合併する天神町村に所在する工場を『大正十年
十一月工場通覧』（農商務省編纂）によって整理すると第9表のごとくとなる。
浜松市の124工場，職工数7200人は，織物工場64，その職工数2842人を最大と
し，染色整理其他加工工場8，製糸工場6，’Q糸工場5，組物編物工場4，
それに工場数は1であるが職工数764人を数える紡績業がある。隣接し，ま
もなく合併される天神町村にも26工場，職工数561人の織物工場がある。浜
松市とその周辺には繊維工業の著しい展開があることを確認することができ
る。しかし同時に浜松市には機械製造工場13，金属品製造工場1があり，そ
れに隣接する天神町村に機械製造工場3，金属品製造工場1がある。工場名
をあげると（（）内は製品種類），飯田式織機株式会社工場（力織機），浜松
鉄工株式会社工場（船用石油発動機打製出機，正面盤），浜松電機鉄工株式会
社工場（織機，工業用諸機械，モートル修繕），合資会社西川鉄工所（発動
機，織機附属品，製材機），影山鉄工場（大幅用鉄製織機，小幅用鉄製織
（5）葛西大和「大正中期における本邦都市の工場所在状況と工場労働者構成」（r岡山大学
　地理学研究報告（都市と農村）』　第3巻第2号1978年30ページ。
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第9表　種類別規程別工場数 （1920年1月1日）
工 10人以上20人以上 30人以上 40人以上 50人以上100人以上 200入以上300人以上 400人以上合計 主要工場
製　　　糸　　　業 1－　37@　（2）
3－202
B　（24）
1－118
@　（8）
1－236
@　（29）
6－593
E　（63）株式会社篠原製糸所
紡　　　績　　　業 1－764@（157）1－764@（157）浜松紡績株式会社工場
撚　　　糸　　　業 1－　10@　（2）
1－　24
@　（4）
2－　66
A　（22）
1－　86
@　（6）
5－186
D　（34）
織　　　物　　　業　　　　　、 30－409
S　（49）
11－260
J　（40）
9－303
H　（49）
4－180
C　（55）
3－236
B　（32）
5－695
D（140）
1－302
@　（24）
1－457
@　（62）
64－2842
J（421）
イス織布合名会社工場
ｺ程織物株式会社工場
染色整理其他加工業 3－　39B　（34）
3－　69
@　（54）
1－　45
@　（40）
1－396
@（357）
8－549
E（485）日本型染株式会社工場
組　物　編　物　業 3－　38B　（4）
1－　20
@　（2）
4－　58
C　（6）
繊　維　雑　業 2－　23A　（o） 1－　47@　（28） 3－　70B　（28）
機　械　製　造　業 10－126H（126）1－　20@　（20）
2－　91
A　（91）
13－237
K（237）
???????????????
器　具　製　造　業 1－937@（771）1－937@（771）
日本楽器製造株式会社第二
H場
金属品製造業 1－　12@　（12） 1－　12@　（12）
煉　瓦　製　造　業 2－　27@　（25）
1－　31
@　（19）
3－　58
A　（44）
発火物製造業 1－　21@　（8） 1－　21@　（8）
醸　　　造　　　業 2－　32A　（32）
1－　22
@　（22）
1－　30
@　（30）
P 4－　84
C　（84）
製　　　糖　　　業 1－　12@（12）
1－　31
@　（21）
1－　83
@　（70）
1－159
@　（43）
4－285
B（148）
木開脚茎製造業 2－　35A　（35） 1－　21@（21） 1－208@（206） 4－265B（262）日本楽器製造株式会社工場
雑　　　　　　業 1－　12@（12）
1－227
@（145）
2－239
@（157）帝国官田株式会社工場
?
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　　　　機），株式会社中山鉄工所（瓦斯発動機，
　　　　石油発動機），黒川機械製作所（織機，電
　　　　動機，諸機械），松下鉄工場（整経機，水
　　　　車機械，シルケット機械，雑品），丸浜合
　　　　名会社工場（鋳物及織機），小林機械製
　　　　作工場（汽缶，汽機，水力機械），・小池鉄
　　　　工所（整経機），鈴木鋳物工場（力織機械
　　　　鋳物），鈴政式鋳物工場（織機用鋳鉄），
　　　　金屋鋳造工場（鋳物），天神町村に所在
　睡　するものとして田辺織機製作所（織機），
　替鈴木式織膿作工場（織機），須専心
　魯　製作所工場（織機），浜松鋳物合資会社
差瑚働）・・あ・．鳩獅に・・
　（　　日本楽器製造株式会社の二つの規模の大
義き・蜴・・あ・．
　暴　以上のような雛市の工業轍におけ
　蕪　る金属工業，機械器具工業のウェイトの
　H　一定の大きさは，ここがわが国における怪　殴
芸鐙織機生産の一発進地であり・その展開の
二躍結果を示すものである．ここ浜綿ま，
臨鴛建業とともに，・の徽生産の展開を
懸H楚畠鋸直して鋸工業識械糊工業が発展
麗蘂し詩異輪業繊を形成してきた・
昌載r浜松発展則（灘市役所無期編浜姉
さ繍役所発行1949年），r遠州機械金属蝶発
　　　融N。つ　展史』　（浜松商工会議所遠州機械金属工業発展
　　　　史編集委員会編集浜松商工会議所発行1971年）
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はその現われであろうが，筆者の観点からのこの工業地域の形成過程そのも
のは別の機会に記したい。本稿は予めその到達した状況を「国勢調査」とい
う一資料によって概観したものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1991．　5　．　31）
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